
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ツグミ科 ツグミ」       「モズ科 モズ」        「キツツキ科 コゲラ」 

シベリアから大群で渡ってくる冬  口ばしはタカのようなカギ型です。   全長１５ｃｍ。日本で一番小さな 

鳥の代表です。地上を跳ね歩いて  生け垣などの尖った小枝や有刺鉄線   キツツキです。背はこげ茶色で、 

は、立ち止まって胸を張ります。  に獲物を串刺しにする習性があります。 白い模様がたくさんあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「モクレン科 オガタマノキ」    「トベラ科 トベラ」       「アカネ科 クチナシ」 

常緑高木で白い小さな花を咲かせて  赤い種のまわりはネバネバとなって   代表的な黄色の着色料です。実が 

います。玄関周りに植栽されている  いて、鳥の口ばしなどに粘着して運   熟しても割れない事からその名が 

木は背が低く観察しやすいです。   ばれると言われています。       付いたという説もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コショウ科 フウトウカズラ」   「キク科 オオジシバリ」     「カマキリのたまご」 
海岸近くの森林に生えるつる植物。   日光が好きな多年草です。タンポ    卵の中は気泡に包まれていて、 
葉や実がコショウに似ていますが、   ポに似ていますが、比べると花び    外部からの衝撃を防いでくれる 
実用にはなりません。         らが少なく葉の形も違います。     上に断熱効果もあるそうです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                2018年 1月後半号 

                                宇久井ビジターセンター 

1月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

寒い日が続いていますね。 
1月 20日は「大寒」です。厳寒の中、植物たちは、じっと耐えながら春に芽吹く準備
をしています(^^♪ 冬芽などを観察しながら園地を散策してみませんか(^^♪ 
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木のすき間から浜が見えます。
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フェリーターミナル方面
通行できません 冬版
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ヤブツバキ群生地
足元注意
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ヤブツバキ
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（メジロがよく食べに来ます）
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マルバウツギ

凡例
Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約25分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約30分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

宇久井半島見どころマップ
吉野熊野国立公園
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ヤブツバキ

千尋の浜
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松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

アオノクマタケラン
ツワブキ

　　　　　　　　　　　

オオキンカメムシ

ヨシノアザミ

アゼトウナ

サルトリイバラ

（上地の浜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


